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令和4年度学校評価

生徒対象
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項 目 番号 評 価 事 項
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本部高校は、全検集会や毎日のSHRや個人面談などで、「学校の目標」を生徒や家庭にしつかり伝えて

いる。
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は、「勉強が楽しく」「分かりやすく」「やる気が出る」授業を、計画的におこなつている。

3本部高校の先生は、科目成績の出し方を、生徒や保護者にきちんと説明し、公平公正に評価している。

は、生徒に学力がつくよう、また単位が修得できるよう、授業以外に補習をしたり課題に

生徒は、真剣な気持ちで授業へ参加し、教室は勉強する雰囲気が保たれている
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学校でも家庭でも、自分から進んで勉強に取り組んでいる。

出してくれる。
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本部高校の生活指導は、生徒が将来自立できる人への成長を目指し、どの生徒に対しても公正公平に対

応している。

人権教育に力を入れ、「いじめや暴力や体罰がない学校」である。

日頃から身なりを正し、時間にけしめをもち、校則を守つて、学校生活を送つている。
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本部高校の先生は、生徒の興味や関心や適性を理解し、高校卒業後の進路について、良いアドバイスを
してくれる。

本部高校は、生徒の進路活動が充実するよう、役に立つ進学情報や就職情報や奨学金情報を提供して

いる。

私は、高校卒業後の自分の1辱来について、夢や希望、具体的な目標を持つている。
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生徒やクラスの様子をよく親寮し、困つている生徒がいれば、すぐ相談に乗り、助け

私にとつて、本部高校の先生は、親しみやすく、気楽に話しができ「頼りになる存在」である。

13
本部高校の先生は
てくれる。
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15 本部高校は、毎日、全機生徒が力を合わせて清掃し、きれいで清潔な環境が保たれている。
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16 本部高校は、施設や備品が十分に整備され、安心して利用できる。
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本部高校は、生徒が事件や事故や災害に巻き込まれないよう防犯やネット利用や防災に対する教育に力

を入れている。

本部高校は、いじめのない学校を目指し、適切な対応をとつている。18
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本部高校は、部活動が活発におこなわれ、元気あふれる生徒がたくさんいる。

部活動や生徒会活動などに取り組み、充実した学校生活を送つている。
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家庭へ便りを送ったり、電話をかけたりして、学校の様子や行事の開催などを、ていわいに

、本部高校に入学して良かった、と思う。22
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23本部高校は、新型コロナ感染症対策について、しつかりと取り組んでいる。
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24 本部高校は、人権侵害の防止に取り組んでいる。



考察 (生徒対象)

令和4年度より、質問に「人権侵害の防止の取組み」を加えて実施した。

学校評価24の評価事項のうち14項 目の事項で80%を超える肯定的意見が占めており、生徒の学校に対する評価は昨

年度に引き続き良好であると考えられる。考察においては特に評価の高かつた事項と、特に評価の低かつた事項につい

て取り上げる。

考察① 特に評価の低い項目

項目No.6「私は、学校でも家庭でも、自分から進んで勉強に取り組んでいる。」で、59%の生徒が「あまり思わない」、
「全然思わない」と否定的回答をしている。コロナ禍の中、引き続き生徒の学習意欲を高める手立てが必要である。

考察② 特に評価の高い項目

項目No.8「本部高校は、人権教育に力を入れ、『いじめや暴力や体罰がない学校』である。

項目No.9「 私は、日頃から身なりを正し、時間にけじめをもち、校則を守つて、学校生活を送っている。』

項目No,10「本部高校の先生は、生徒の興味や関心や適性を理解し、高校卒業後の進路について、良いアドバイスをし

てくれる。』

項目No1 8「本部高校は、いじめのない学校を目指し、適切な対応をとつている。」

項目No.23「本部高校は、新型コロナ感染症対策について、しつかりと取り組んでいる。」

項目No.24「本部高校は、人権侵害の防止に取り組んでいる。」

上記6項 目はどれも肯定的回答880/o以上と高い評価が示された。No,9について、しつかりと学校生活に取り組んでい

る生徒の姿がうかがえる。

いじめについては88%の生徒が肯定意見であるが、それでも3%の生徒が「全く思わない」と回答している。今後も継

続してしつかりとした取組をしなければならない。


